
道下新事務局長が選出された新役員を代表して決意表明 

                     

              

                  

                             

                        
 

     

江
口
県
労
連
議
長
は
、
「
安
倍
政
権

は
、
秘
密
保
護
法
・
戦
争
法
・
共
謀
罪

な
ど
、
憲
法
の
基
本
原
則
・
民
意
を
な

い
が
し
ろ
に
し
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
血
道
を
あ
げ
、

労
働
法
制
の
改
悪
で
、
労
働
者
・
国
民
、

地
域
社
会
を
犠
牲
に
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
国
家
づ
く
り
！
こ
の
『
二
つ
の

暴
走
』
を
強
権
的
に
加
速
さ
せ
て
い

る
。
暴
走
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

大
き
な
運
動
が
必
要
だ
。
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
全
労
連
か
ら
岩
橋
副

議
長
、
福
岡
県
弁
護
士
会
か
ら
甲
斐
田

副
会
長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

議
案
の
提
案
は
、
経
過
報
告
、
２
０

１
６
年
度
決
算
報
告
、
２
０
１
７
年
度

予
算
（
案
）
を
小
川
事
務
局
次
長
、
２

０
１
７
年
度
運
動
方
針
（
案
）
、
組
織

拡
大
３
ヶ
年
計
画
（
案
）、
規
約
改
正

（
予
備
提
案
）
ま
で
の
議
案
が
、
小
川

事
務
局
次
長
、
門
馬
事
務
局
長
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
田
村
貴
昭
衆
議
院
議

員
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
田
村

議
員
は
、
「
安
倍
政
権
の
森
友
学
園
、

加
計
学
園
問
題
」
な
ど
を
小
道
具
入
り

で
わ
か
り
や
す
く
報
告
し
て
く
れ
ま

し
た
。
討
論
で
は
、
１
８
名
の
代
議
員

が
参
加
し
、
北
九
州
か
ら
は
澤
山
・
西

原
代
議
員
が
、
東
洋
食
品
不
当
解
雇
・

未
払
い
賃
金
請
求
事
件
、
ツ
ク
イ
マ
タ

ハ
ラ
裁
判
闘
争
で
勝
利
し
た
こ
と
を

報
告
し
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
す

る
と
発
言
す
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。 

議
案
の
採
決
は
、
す
べ
て
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

役
員
選
挙
で
は
、
新
事
務
局
長
に
現

北
九
州
地
区
労
連
の
道
下
事
務
局
長

が
選
出
さ
れ
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
推
薦
幹
事

の
小
橋
幹
事
に
か
わ
り
、
香
川
地
本
書

記
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
は
山
下
副
議
長
の
閉
会
の
言

葉
の
後
、
江
口
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

福
岡
県
労
連
２
８
回
定
期
大
会
で
た
た
か
う
方
針
を
確
認 

県
労
連
事
務
局
長
に
道
下
氏
（現
北
九
州
地
区
労
連
事
務
局
長
）
を
選
出 
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雨
あ
が
り 

 

「
ジ
ー
ジ
ー
！
」
の
声
と
と
も
に
、

４
人
の
孫
が
や
っ
て
き
た
。
顔
が
ほ
こ

ろ
ぶ
の
も
束
の
間
、
「
貯
金
箱
を
作
る
」

「
漢
字
ド
リ
ル
を
持
っ
て
き
た
」「
計
算

ド
リ
ル
を
持
っ
て
き
た
」
と
夏
休
み
の

宿
題
を
出
し
て
く
る
。
イ
チ
ジ
ク
な
ら

ぬ
「
じ
じ
じ
ゅ
く
（
爺
塾
）」
の
始
ま
り

で
あ
る
。 

  

夏
休
み
も
後
半
、
今
ま
で
遊
び
ま
わ

っ
て
そ
ろ
そ
ろ
宿
題
が
気
に
な
り
始
め

た
子
、
宿
題
も
ほ
ぼ
終
わ
り
こ
れ
か
ら

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
と
思
っ
て
い
る
子
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
休
み
が
あ
ろ
う
。 

  

一
方
、
安
倍
首
相
の
夏
と
言
え
ば
、

天
皇
が
「
深
い
反
省
」
や
「
哀
悼
の
意

を
表
す
」
と
い
う
言
葉
を
語
っ
た
戦
没

者
追
悼
式
で
、
５
年
連
続
「
反
省
」
や

「
哀
悼
の
意
」
を
語
ら
な
い
。
靖
国
神

社
に
代
理
人
を
通
じ
て
玉
串
料
を
奉
納

す
る
。
加
え
て
、
佐
川
理
財
局
長
が
国

税
庁
長
官
に
栄
転
し
た
こ
と
が
記
憶
に

新
し
い
が
、
安
倍
昭
恵
夫
人
付
き
の
谷

氏
を
イ
タ
リ
ア
日
本
大
使
館
の
職
員
と

し
て
異
動
さ
せ
「
森
友
問
題
」
隠
し
に

走
る
。 

 

宿
題
に
取
り
組
む
孫
達
を
見
な
が

ら
、
安
倍
首
相
は
ど
ん
な
子
ど
も
時
代

を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
し
ま

っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
哉
） 

田村衆議院議員が忙しい中、駆け付けてくれました 

すべての議案は、賛成多数で採択されました 

 

福
岡
県
労
働
組
合
総
連
合
（
福
岡
県
労
連
）
の
第
２
８
回
定
期
大
会
は
、「
つ

か
み
と
ろ
う
！
要
求
と
組
織
の
新
た
な
前
進
、
日
本
の
未
来
。
改
憲
と
戦
争
す

る
国
づ
く
り
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
が
花
開
く
国
へ
。
格
差
と
貧
困
を
是
正
し
、
暮
ら
し

の
底
上
げ
、
地
域
活
性
化
。
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
８
月
６
日
（
日
）
１

０
時
か
ら
、
福
岡
市
・
第
三
博
多
偕
成
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

定
期
大
会
冒
頭
に
九
州
北
部
豪
雨
犠
牲
に
な
っ
た
被
害
者
の
方
を
悼
み
、
参

加
者
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
か
ら
は
、
永
冨
議
長
な
ど
５
人
の
代
議
員
と
傍
聴
者
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・広
島
、
長
崎 

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
今
こ
そ
！ 

長
崎
は
８
月
９
日
、
７
２
回
目
の
原
爆

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の
原
水
禁
世

界
大
会
は
、
７
月
に
人
類
史
上
初
め
て
の

核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

力
に
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
国
内

外
か
ら
７
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
９
日

に
行
わ
れ
た
閉
会
総
会
で
は
、
７
千
人
の

参
加
者
が
舞
台
上
で
手
を
つ
な
ぎ
、「
折
り

鶴
」「
ウ
ィ
・
シ
ャ
ル
・
オ
ー
バ
ー
カ
ム
」

を
大
合
唱
し
、
会
場
に
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
力
に
核
兵
器
廃
絶
へ
歴
史
の
新
た

な
扉
を
開
こ
う
と
の
決
意
が
み
な
ぎ
り
ま

し
た
。
閉
会
総
会
は
、
世
界
大
会
・
長
崎

決
議
「
長
崎
か
ら
の
よ
び
か
け
」
を
採
択
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
、
９
条

改
憲
を
も
く
ろ
む
安
倍
政
権
を
、
市
民
と

野
党
の
共
同
の
力
で
解
散
総
選
挙
へ
と
追

い
込
み
ま
し
ょ
う
」
の
一
節
に
、
ひ
と
き

わ
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

 日
本
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た 

核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
を
！ 

 

長
崎
市
主
催
の
平
和
式
典
で
は
、
田
上

市
長
が
「
平
和
宣
言
」
の
中
で
、
核
兵
器

禁
止
条
約
は
被
爆
者
が
長
年
積
み
重
ね
て

き
た
努
力
が
よ
う
や
く
形
に
な
っ
た
、
と

強
調
、
条
約
の
交
渉
会
議
に
参
加
し
な
か

っ
た
日
本
政
府
を
、
被
爆
地
に
は
到
底
理

解
で
き
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
一
日
も
早
い
条
約

へ
の
参
加
を
め
ざ
し
、
核
の
傘
に
依
存
す

る
政
策
を
見
直
す
よ
う
に
と
訴
え
ま
し

た
。 

 
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
の 

平
和
マ
ラ
ソ
ン
に
１
１
人
が
参
加 

 

７
月
２
３
日
（
日
）、
ス
タ
ッ
フ
等
を
含

め
１
１
人
が
参
加
し
て
「
第
９
回
に
こ
に

こ
ペ
ー
ス
の
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

こ
の
日
は
３
０
度
を
超
え
る
真
夏
日
で

し
た
。
９
時
３
０
分
に
門
司
港
駅
前
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
２
キ
ロ
ず
つ
給
水
を
し

な
が
ら
、
八
幡
東
区
の
桃
園
運
動
場
ま
で

の
２
３
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。
途
中
、
八

幡
大
空
襲
で
約
３
０
０
人
の
市
民
が
犠
牲

に
な
っ
た
小
伊
藤
山
公
園
の
慰
霊
碑
の
前

で
記
念
写
真
を
取
り
ま
し
た
。 

第
３
５
回
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て 

熱
烈
な
沿
道
の
声
援
に
感
激 

今
年
の
第
３
５
回
広
島
～
長
崎
反

核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
は
、
東
北
復
興
の

支
援
を
兼
ね
て
開
催
し
ま
し
た
。
８

月
６
日
（
日
）
の
朝
８
時
１
５
分
に

広
島
平
和
公
園
で
原
爆
投
下
時
刻
に

黙
祷
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
年
の
参
加
者
は
、
北
九
市
職

労
・
福
岡
市
職
労
・
広
島
市
職
労
・

長
崎
市
従
組
・
下
松
市
職
労
・
周
南

市
職
労
・
防
府
市
職
労
・
宇
部
市
職

労
・
唐
津
市
職
労
・
山
口
自
治
労
連
・

山
口
県
高
教
組
・
佐
賀
自
治
労
連
・

北
九
州
地
区
労
連
・
全
法
務
中
国
・

全
法
務
九
州
・
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
・
全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

の
参
加
団
体
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
と
ス
タ

ッ
フ
を
合
わ
せ
て
１
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
。
ま
た
、
北
九
州
市
長
や
広

島
市
長
・
長
崎
市
長
・
防
府
市
長
・

下
関
市
長
・
門
司
区
長
・
福
岡
市
長

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

８
月
７
日
（
月
）
の
九
州
入
り
で

は
、
門
司
区
役
所
前
や
勝
山
公
園
等

で
北
九
市
職
労
や
北
九
州
地
区
労
連

の
方
に
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
は
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約

が
圧
倒
的
な
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ

た
歴
史
的
な
夏
と
な
っ
た
せ
い
か
、

沿
道
の
声
援
が
い
つ
も
よ
り
熱
烈

で
、
１
万
円
も
カ
ン
パ
を
す
る
方
も

い
ま
し
た
。
無
事
に
完
走
し
て
、
長

崎
平
和
記
念
公
園
に
８
月
８
日
（
火
）

の
１
８
時
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

平和の願いをこめて２３キロを走り終わって 

八幡東区小伊藤山公園慰霊碑の前で記念写真 

核兵器の廃絶の思いを込めこぶしを上げる参加者 

参加者一同スタート前に記念写真 
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福
岡
県
労
連 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
同
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
と 

九
州
北
部
豪
雨
被
害
支
援
カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
を
！ 

全
教
中
央
、
全
教
北
九
州
、
教
組
共
闘
で
北
九
州
市
に
要
請 

「
子
ど
も
の
生
活
及
び
教
育
条
件
の
改
善
」
な
ど
に
つ
い
て
要
請
・懇
談 

 

８
月
７
日
（
月
）
、
北
九
州
市
議
会
棟
１
１
会
議
室
に
お
い
て
、
就
・
修
学
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
２
０
０
２
年
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
高
校
組
織
が
自
治
体
に
要
請
行
動
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
全
国
に
広
が
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
高
校
生
の
就
職
だ
け
で
な
く
、
広
い
意
味
で
の
就
学
（
学
校
に
入
る
）
・

修
学
（
学
校
で
学
ぶ
）
に
関
す
る
要
請
行
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

九
州
全
県
の
自
治
体
を
四
日
間
で
回
り
ま
し
た
。
要
請
行
動
は
県
に
対
し
て
行
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
北
九
州
市
に
は
全
教
の
組
織
が
あ
る
こ
と
と
、
権
限
委
譲
で
教
育
条
件
整
備

の
大
き
な
権
限
を
政
令
市
も
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今
年
か
ら
北
九
州
市
に
対
し
て

も
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
全
教
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
だ
け
で
な
く
、
市
議
会
議
員
、
地
区
労

連
、
新
婦
人
、
北
九
州
子
ど
も
と
教
育
の
た
め
に
手
を
つ
な
ぐ
会
か
ら
計
２
１
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
要
請
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
「
子
育
て
日
本
一
」
を
標
榜
す
る
北

九
州
市
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
条
件
整
備
・
進
路
保
障
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。 

８
月
１
１
日
金
曜
日
、
福
岡
県
労
連
の

「
九
州
豪
雨
被
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

要
請
に
応
え
、
北
九
州
地
区
労
連
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
天
気
も
上
々
で
現
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
９
時
到
着
を
目
指

し
７
時
半
に
は
、
高
速
道
路
に
乗
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
１
日
は
山
の
日
と
い
う

こ
と
で
祝
日
、
こ
の
日
か
ら
お
盆
休
み
が

多
い
こ
と
な
の
か
、
高
速
道
路
は
、
大
渋

滞
で
１
時
間
遅
れ
で
の
到
着
と
な
り
ま
し

た
。 す

ぐ
に
先
発
隊
を
追
い
か
け
、
な
れ
な

い
山
道
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
人

か
ら
の
案
内
や
地
元
の
人
に
も
道
を
聞
き

集
合
場
所
の
朝
倉
市
杷
木
の
本
榎
公
民
館

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
途
中
橋
が
流
木
で

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
て
渡
れ
ず
先
発

隊
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
、
迎
え
に
来
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

や
っ
と
付
い
た
現
場
で
は
、
家
の
中
か

ら
の
泥
出
し
や
畳
な
ど
の
搬
出
を
し
て
い

ま
し
た
。 

遅
れ
た
分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
ぐ
に
泥

出
し
や
ゴ
ミ
の
撤
去
な
ど
の
お
手
伝
い
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

昼
の
休
憩
で
、
そ
こ
か
ら
少
し
山
の
方

に
上
が
る
と
絶
句
、
川
は
元
の
形
が
わ
か

ら
な
い
ほ
ど
流
木
や
岩
が
流
れ
込
み
、
果

樹
園
は
破
壊
さ
れ
、
車
は
１
０
台
ほ
ど
が

ボ
ロ
ボ
ロ
に
、
新
し
い
家
も
壁
が
な
く
な

っ
て
い
る
光
景
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。 

 ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
復
旧
活
動 

 

被
害
に
あ
っ
た
方
は
、「
裏
の
小
さ
な
川

が
あ
っ
と
い
う
間
に
濁
流
と
な
り
死
ぬ
か

と
思
っ
た
」「
避
難
先
の
小
学
校
の
体
育
館

の
裏
が
川
で
、
植
え
て
あ
っ
た
桜
の
木
が

一
本
ま
た
一
本
と
濁
流
に
削
ら
れ
、
こ
こ

も
危
な
い
と
他
に
避
難
し
た
」
と
恐
怖
の

体
験
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

昼
か
ら
も
泥
出
し
を
３
時
ま
で
し
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
生
活
で
き
る
ま
で

の
片
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で

聞
く
と
こ
こ
の
地
域
は
、
ず
っ
と
道
路
が

寸
断
さ
れ
て
い
て
、
最
近
や
っ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
、
も
っ
と
も
っ
と
支
援
が
必
要
で
す
。 

全教北九州の中村委員長が要請文を読み上げ要請 

こ
の
日
、
福
岡
県
労
連
の
仲
間
は
、
福

建
労
・
自
治
労
連
・
自
交
総
連
か
ら
約
３

０
人
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

帰
り
は
、
汗
と
汚
れ
で
ド
ロ
ド
ロ
と
な

っ
た
体
を
原
鶴
温
泉
で
サ
ッ
パ
リ
と
流

し
、
疲
れ
も
取
れ
ま
し
た
。 

帰
り
の
国
道
沿
い
も
果
樹
園
が
流
木
や

大
き
な
岩
、
泥
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
い

ま
し
た
。
家
々
も
深
刻
な
状
況
で
復
旧
に

は
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。 

福
岡
県
労
連
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

協
力
し
、
原
鶴
温
泉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

共
同
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
復
興
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
８

月
２
０
日
か
ら
３
ヶ
月
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

北
九
州
地
区
労
連
に
結
集
す
る
仲
間
の

皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
と
九

州
豪
雨
被
害
支
援
カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。 

 

（
投
稿
永
冨
議
長
） 

 



                             

                            

                             

                             

                             

労働法コラム  第４３回  

 

 

     

   黒崎合同法律事務所 

  東  敦子 弁護士 

昨
年
ご
ろ
か
ら
、
弁
護
士
会
で
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
研
修
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ

セ
ク
シ
ャ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
頭
文
字
を
と
っ
た
、
性
的
指
向
及
び

性
自
認
に
お
け
る
少
数
者
を
表
す
用

語
で
す
。
同
性
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い

る
方
の
場
合
、
夫
婦
で
あ
れ
ば
利
用
で

き
る
勤
務
先
の
福
利
厚
生
（
住
宅
手

当
、
育
児
や
介
護
休
暇
な
ど
）
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
問

題
で
あ
り
、
身
体
上
の
性
別
と
性
自
認

が
一
致
し
な
い
方
の
場
合
、
就
職
活
動

に
支
障
を
来
し
た
り
、
就
職
し
た
後
も

ト
イ
レ
や
更
衣
室
、
服
装
な
ど
男
女
別

に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

困
難
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
会
社
の
上
司
が
「
結
婚

し
な
い
の
？
」
と
聞
く
こ
と
自
体
、
セ

ク
ハ
ラ
だ
と
い
う
認
識
は
浸
透
し
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
未
だ
に
飲

み
会
の
席
な
ど
で
「
Ａ
子
さ
ん
ほ
ど
の

美
人
で
仕
事
の
で
き
る
人
が
結
婚
し

て
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
な
あ
？
も

し
か
し
て
レ
ズ
ビ
ア
ン
と
か
？
」
と
発

言
す
る
人
は
少
な
く
な
い
印
象
で
す

（
ザ
ン
ネ
ン
す
ぎ
る
発
言
な
の
に
本

人
は
褒
め
て
い
る
つ
も
り
・
・
・
）。

き
ち
ん
と
同
性
愛
者
だ
と
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
し
た
上
で
上
司
に
抗
議
し
た

い
け
れ
ど
昇
進
な
ど
で
差
別
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
生
活
し
て
い
る
の
に
家
族
手
当
が

も
ら
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か

な
ど
悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。 

 

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
ま
で
は
し
な
い

と
決
め
た
場
合
で
も
、
結
婚
の
予
定
等

を
上
司
が
尋
ね
る
こ
と
自
体
の
違
法

性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
し
、

同
性
愛
者
を
理
由
と
す
る
差
別
的
待

遇
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
家
族
手
当
の
法

的
な
義
務
付
け
は
難
し
く
て
も
、
東
京

都
渋
谷
区
や
世
田
谷
区
、
三
重
県
宝
塚

市
、
沖
縄
県
那
覇
市
な
ど
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
証
明
書
」
や
「
同
宣
誓
書
」

を
交
付
す
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
交
渉

に
役
立
ち
ま
す
（
で
も
、
ま
だ
条
例
や

制
度
の
な
い
自
治
体
が
多
い
で
す
）。 

 

も
し
、
身
近
に
会
社
の
中
で
性
的
な

問
題
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
ど
う
し
た
い
か
、

し
た
く
な
い
か
の
意
思
を
尊
重
し
て
、

一
つ
で
も
問
題
が
解
消
さ
れ
て
い
く

手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

２０１７年 ８月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３０（４） 

働
き
つ
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
を
！ 

豊
留
組
合
員
の
職
場
復
帰
闘
争
に
大
き
な
支
援
の
輪
を 

 

納
得
で
き
る
内
容
で
解
決 

 

東
洋
食
品
で
働
く
、
豊
留
組
合
員

が
職
場
復
帰
に
向
け
た
た
か
っ
て
お

り
ま
す
。
豊
留
組
合
員
は
職
場
の
イ

ジ
メ
で
う
つ
病
を
発
症
し
２
０
１
７

年
３
月
よ
り
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

治
療
に
専
念
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

会
社
は
２
０
１
５
年
１
２
月
に
豊

留
さ
ん
が
労
働
組
合
に
加
入
し
た
途

端
、
全
体
会
議
へ
の
参
加
の
拒
否
や
、

些
細
な
ミ
ス
を
追
及
し
誓
約
書
を
何

度
も
乱
発
し
サ
イ
ン
を
強
要
す
る
な

ど
悪
質
な
イ
ジ
メ
を
繰
り
返
し
て
行

い
ま
し
た
。 

 

休
職
し
た
職
場
で
は
、
店
長
か
ら

乱
暴
な
口
調
で
誓
約
書
に
サ
イ
ン
す

る
脅
し
の
発
言
（
レ
コ
ー
ダ
―
録
音

あ
り
）
や
パ
ー
ト
社
員
か
ら
み
ん
な

の
前
で
役
職
（
主
任
）
を
否
定
す
る

よ
う
な
発
言
や
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
た

り
、
ま
た
会
社
弁
護
士
、
本
社
部
長

に
個
室
に
押
し
込
ま
れ
些
細
な
ミ
ス

を
し
た
こ
と
で
書
類
に
サ
イ
ン
す
る

よ
う
に
強
要
さ
れ
た
り
、
明
ら
か
に

組
合
員
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
７
年
８
月
４
日
（
金
）
に

職
場
復
帰
に
向
け
て
の
団
体
交
渉
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
労
働
基
準

監
督
署
は
、
休
業
期
間
の
労
災
認
定

や
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
会
社
に
調
査

が
入
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

引
き
続
き
豊
留
さ
ん
へ
の
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
北九州地区労連 

第２９回定期大会を開催します 
 

開催日 ２０１７年 ９月１０日（日）１０時開会 
ところ  小倉北区 毎日会館 ５階 ホール 
議 題  ① ２０１６年度経過報告 

② ２０１６年度財政報告  
会計監査報告 

     ③ ２０１７年度運動方針（案） 

     ④ ２０１７年度予算（案） 

     ⑤ ２０１７年度役員選挙  など 

 

原告、弁護団、支援団体で、 

和解成立後笑顔で握手 

東
洋
食
品
（
株
）
を
相
手
に
不
当
解
雇
撤
回
、
未
払
賃
金
の
支
払
い
請
求

を
し
て
た
た
か
っ
て
き
た
、
澤
山
さ
ん
の
不
当
解
雇
は
、
職
場
復
帰
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
１
７
年
３
月
に
和
解
が
成
立
し
終
結
し
ま
し
た
。 

ま
た
他
３
人
の
組
合
員
の
未
払
い
賃
金
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
７
月

１
１
日
に
結
審
と
な
り
ま
し
た
が
、
終
了
後
和
解
協
議
が
開
か
れ
和
解
が
成

立
し
、
た
た
か
い
は
終
結
し
ま
し
た
。 


